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　2008 年 9 月 11 日 -12 日に第 27 回東北病理標本検
討会が七戸商工会館で開催された。東北支所三上修主
任研究員による講演「東北 6県の病性鑑定豚における
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　血液学・生化学的検査：赤血球数 827×104 / μl，白血
球数 83×102 / μl，Ht 値 36.5％，TP 5.9 g/dl，Alb 2.4 
g/dl，Glu 118 mg/dl，TG 12 mg/dl，T-cho 60 mg/
dl，BUN 26 mg/dl，T-Bil 0.4 mg/dl，GPT <10 IU/dl，
GOT 91 IU/dl，Ca 11.8 mg/dl，Mg 1.6 mg/dl，LDH 










　病　歴：豚，約 70 日齢，性別不明，鑑定殺。2008 年
4月頃より離乳舎での事故率が増加し始め，50日齢以降












































































いて RSV 抗原が検出された（RS テストパック）。ま
た，肺乳剤および鼻汁から RSV が分離された。細菌学
的検査では，鼻腔スワブからPasteurella multocida お















該牛はMannheimia haemolytica  6 型の実験感染牛で
ある。5 ヵ月齢で導入し，ファイバースコープを用い
てM. haemolytica  6 型 浮 遊 液 12 ml（2.0×109 /ml）
を左肺前葉後部の気管支内に接種し 3日後に安楽殺し
た。体温は接種後 1日目 40.3℃，2日目 39.4℃，3日目
38.4℃，呼吸数は接種後1日目27回/分，2日目25回/分，



























（マンヘミア）症とされた。本症例の病変はM. haemolytica  
1 型接種例と同一と考えられた。また，燕麦細胞に
ついて詳細な免疫染色を実施した結果，燕麦細胞は












2007 年 11 月，1農場 130 頭の肥育牛のうち，100 日齢
の 1頭が発熱（40.0℃）および食欲の低下を示し，舌の
























炎ウイルス株（Aomori, Chiba, Ishikawa-B, Ishikawa-S, 



















葉の気管支内にそれぞれ約 4.5×109 個接種，同時に BEV

























































育成 2頭および子牛 30 頭を飼養する農家で，2008 年 1
月下旬から 2月にかけて約 1～ 2ヵ月齢の子牛 6頭が発
熱，下痢，肺炎および発育不良を呈し，抗生物質を投与




































Mycoplasma bovis，鼻腔スワブからM. dispar 遺伝子
が検出された。また，小腸内容物から非病原性大腸菌（3.0
×107 CFU/g），Clostridium perfringens  A 型（2.8×108 
CFU/g）が分離された。さらに，当該牛の肺および鼻腔
スワブならびに同居牛 1頭の鼻腔スワブより RS ウイル
ス遺伝子が検出された。その他，同居牛 4頭中 3頭の鼻



















































　病　歴：牛（ホルスタイン種）， 7 歳 7 ヵ月齢，雌。 




































繁殖豚 133 頭および肥育豚 1,000 頭を飼養する一貫農場




























































に育成雌牛 1頭に流産（胎齢 130 日）が発生していた。
　剖検所見：主要病変は小脳低形成であり，大脳の内水
頭症を伴っていた。小脳実質は著しく萎縮し（短径 5～





























































図 10B：同部，多数の浸潤細胞が PCV2 抗原陽性
を示す。免疫染色（抗 PCV2），Bar=25 µm。
図 11：小脳回の菲薄化，固有の層構造の低形
成・配列不整および髄質の空洞形成。HE 染色，
Bar=100 µm。
